
 

CASBEE 京都は，専用の評価ソフトを用いて評価を行います。評価結果は次の 3 つのシートで出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

        

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪標準システム≫ ≪独自システム≫ 

京都市建築環境総合性能評価システム 

京都 のあらまし 

 

ＣＡＳＢＥＥ京都 評価結果シート 

ＣＡＳＢＥＥ京都の詳しい情報は，京都市のホームページで御覧ください 

■評価結果シート ■評価結果シート 

独自システムは，「３つのキーワード」による京都独自
の重点項目の評価結果を「エコちゃん」などで図示した「評
価結果シート」が出力されます。 

特定建築物 
（延べ面積が 2,000 ㎡以上の建築物） 

CASBEE 京都による評価結果を記載した「建築物排出量削減計画書」の提出を義務付け 

CASBEE 京都による建築物環境配慮性能の表示を義務付け 

それ以外の建築物 CASBEE 京都による評価結果を記載した「建築物排出量削減計画書」の任意提出受付 

平成 23 年 4 月 1 日 平成 24 年 4 月 1 日 

問い合わせ先 

京都市都市計画局建築指導部建築指導課 
〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地 
電話（075）222-3620 FAX（075）212-3657 

平成 23 年 3 月発行  京都市印刷物第 224709 号 

CASBEE 京都で検索してね。 

 CASBEE 京都 検索 

環境にいいことしていますか？ 
この度，京都市では，京都にふさわしい環境配慮建築物

を普及，促進するため，その評価基準（ものさし）となる

「CASBEE 京都」を創設しました。 

この CASBEE 京都によって，京都の自然や歴史，景観

を大切にしながら暮らす知恵を生かした，環境にやさしい

快適で住みやすいまちづくりを目指します。 

エコちゃん 

2011 年 10 月 29 日(土)～11 月 6日(日) 

届出の流れ 

特定建築主 
 

必要な手続 

京都市 

建築物排出量削減計画書 

（建築物環境配慮計画を記入したもの） 
建築物環境配慮計画の概要の公表 

建築物排出量削減計画変更届 

建築物工事完了届 

建築物環境配慮計画(変更)の概要の公表 

建築物環境配慮計画(完了)の概要の公表 

評価のための詳しいマニュアルや専用の評価ソフトな

どを京都市のホームページからダウンロードできます。 

 

 

・ 平成 23 年 4 月 1 日以降：特定建築物（延べ面積 2,000 ㎡以上の建築物）の新築・増築について，CASBEE 

京都による評価結果を記載した「建築物排出量削減計画書」の提出義務付け 

特定建築物以外の建築物の新築・増築について，評価結果の任意提出受付      

・ 平成 24 年 4 月 1 日以降：特定建築物の建築物環境配慮性能を建築物や広告物に表示することの義務付け 

京都市地球温暖化対策条例に基づく手続等 

工事着工予定日の 
21 日前までに提出 

京 都 市 

■使用評価マニュアル： 使用評価ソフト：

1-1　建物概要 1-2　外観

建物名称 ○○ビル 階数 地上○○F

建設地 京都府京都市 構造 RC造

用途地域 商業地域、防火地域 平均居住人員 XX 人

気候区分 地域区分Ⅳ 年間使用時間 XXX 時間/年

建物用途  事務所, 評価の段階 実施設計段階評価 外観パース等

竣工年 0.0 評価の実施日 2010年7月8日 図を貼り付けるときは

敷地面積 XXX ㎡ 作成者 ○○○ シートの保護を解除してください

建築面積 XXX ㎡ 確認日 2010年7月10日

延床面積 15,000 ㎡ 確認者 ○○○

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

1.0

標準計算

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.0
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

2014年12月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で

示したものです

CASBEE京都-新築（2010年版） CASBEE京都-新築2010(v.1.0)
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京都-新築 標準システム
評価結果

PR 隊長の 
まゆまろです 

1　建物概要
建物名称

延床面積 5,369 ㎡

用途 使用CASBEE評価マニュアル

使用CASBEE評価ソフト 

2　重点項目への取組度
キーワード 取組度

3　設計上の配慮事項とCASBEEのスコア
1 大切に使う 合計点 29 /43

■長寿命化 合計点 15 /20
◇メンテナンスの容易性 ◇物理的長寿命
　Q2/　3.3.1　空調配管の更新性 スコア 4 　Q2/　2.2.1　躯体材料の耐用年数 スコア 4
　Q2/　3.3.2　給排水管の更新性 スコア 3
　Q2/　3.3.3　電気配線の更新性 スコア 3

BEE A
○○ビル

＜事務所＞

事務所

　＜自由記述＞

2.2
CASBEE京都-新築（2011年版）

CASBEE京都-新築2011(v.1.0)

3　自然からつくる

★★★★

1　大切に使う

2　ともに住まう

京都 新築
独自システム

評価結果

■スコアシート 
CASBEE京都-新築（2010年版） CASBEE京都-新築（2010年版

○○ビル 欄に数値またはコメントを記入 CASBEE京都-新築2010(v.1.0)

スコアシート
建物全体・共用部分 住居・宿泊部分

配慮項目 環境配慮設計の概要記入欄

評価点
重み

係数
評価点

重み

係数

全体

Ｑ　建築物の環境品質 3.0
Q1 室内環境 0.40 3.0

実施設計段階

■使用評価マニュアル

■評価ソフト：

重点
項目
等

重点項目に対

する全国版評価
基準の見直し

3 光・視環境 3.0 0.25 - - 3.0
3 .1 昼光利用 3.0 0.30 - -

1 昼光率 ●自然 Ａ（全国版準用） 3.0 0.60 3.0 -

2 方位別開口 - - 3.0 -

3 昼光利用設備 ●自然 Ｂ（推奨内容） 3.0 0.40 3.0 -

3 .2 グレア対策 3.0 0.30 - -

1 照明器具のグレア - - - -

2 昼光制御 ●自然 Ｂ（推奨内容） 3.0 1.00 3.0 -

3 映り込み対策 - - 
3 .3 照度 3.0 0.15 3.0 -

 
標準システムは，CASBEE 全国版に即しつつ，京都の評価

視点を盛り込んだもので，５段階の格付けによる「BEE 値」や
ライフサイクル CO２の発生量の評価結果等を図で分かりやす
く示した「評価結果シート」や，詳細な得点を示した「スコア
シート」などが出力されます。 

工事完了日から 
15 日以内に提出 

 
速やかに提出 

（延べ面積が 2,000 ㎡以上の建築物を新築・増築する方） 

( http://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/soshiki/9-3-1-0-0.html ） 

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）
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平成 23 年 4 月 
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ＣＡＳＢＥＥ京都の概要  －  環境に配慮した京都らしい建築物を増やすために 
 

京都市では，平成 16 年に京都市地球温暖化対策条例を制定し，建築物

の温室効果ガス排出削減対策を進めてきました。この取組を，歴史都市京

都の特性を生かして一層推進するため，建築物の環境性能を総合的に評価

するための新たなシステムとして，「ＣＡＳＢＥＥ京都」の運用を開始す

ることとしました。 

「ＣＡＳＢＥＥ京都」は，全国版のＣＡＳＢＥＥをベースに京都が目指

すべき環境配慮建築物を適切に評価，誘導できるように見直しを行ったも

のです。環境配慮建築物として持つべき性能や低炭素化に対応する新しい

技術などの評価項目と同時に，京町家等に見られる暮らし方の知恵や技

術，自然と結びついた景観の考え方など京都らしい評価項目をきめ細かく

織り込んでいます。 

今後，このシステムを活用し，京都らしい知恵と工夫が盛り込まれた環

境配慮性能の高い建築物への誘導を図ります。 

ＣＡＳＢＥＥ京都の目指す環境配慮建築物 

ＣＡＳＢＥＥとは  （キャスビー ： Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency の略） 

ＣＡＳＢＥＥとは，省エネルギーや環境負荷の少ない資機材の使用といった

環境配慮はもとより，室内の快適性や景観への配慮なども含めた建物の品質を

総合的に評価し，５段階に格付けする大変分かりやすいシステムです。 

ランク 評価 ランク表示 

 Ｓ 素晴らしい ★★★★★ 

 Ａ 大変良い ★★★★ 

Ｂ+ 良い ★★★ 

Ｂ- やや劣る ★★ 

 Ｃ 劣る ★ 

夏：開放、冬:閉鎖 

冷たい空気 

屋根断熱 
環境調整空間 

環境調整空間 

環境調整空間 

出入口 

(土間) 
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-CASBEE 全国版システム- 

全国一律に適用可能なものとしてつくられたも
の。地域特性が十分に反映されない面がある。 

-ＣＡＳＢＥＥ京都-

そこで

京都の地域特性・方
針に応じ，全国版シ
ステムに一部見直
しを行ったもの。総
合的な環境性能を
評価。 

重点項目の設定 

標準システムの評
価項目の中で，重点
項目に対する取組
度を分かりやすく
表示するとともに，
「京都らしさ」を積
極的に評価。 

京都標準システム 京都独自システム ＋ 

大切に使う ともに住まう 自然からつくる 

建築物を大切にし，資源を大切にする。 
○適切な維持管理，軒や庇による外壁の保護，可変性・更新性等に

よる建築物の長寿命化 

○環境負荷の少ない地域産材，古材の活用 など  

自然とともに住まい，地域とともに住まい，歴史とともに住まう。 
○周辺環境や地域・コミュニティ，既存の自然環境への配慮による

都市・地域の持続可能性への寄与 

○歴史性への配慮 など  

自然材料を使ってつくる，自然を生かして計画する。 
○自然材料の利用による景観・環境への寄与 

○自然環境・エネルギーを積極的に活用した建築計画  

建築物の 
環境効率 
ＢＥＥ＝ 

環境品質・性能 
Ｑ（Quality） 

環境負荷 
Ｌ（Load） 

ＢＥＥ値の表示例 

風を取り込み，熱気を逃がす
・二方向開口，坪庭による通風，

取り外し可能な間仕切りなど

長寿命化 
・外壁材，屋根材，陸屋根 

暖房設備，冷房設備 
・地熱，井水等の利用（暖・冷房） 

・ペレットストーブ（暖房） 

雨水の利用 
・池や蹲（つくばい）の利用

躯体（劣化対策） 
・長い耐用年数 

・躯体の状況を目視できる点検口 

日射の調整機能 
・格子，軒，庇等による日射

調整 

まちなみ・景観への配慮
・低炭素景観の形成 

３つのキーワード 

建築(戸建住宅以外)の重点項目（例） 戸建住宅の重点項目（例） 

昼光の利用 
・坪庭(中庭)，軒，

縁などを利用 
周辺温熱環境の改善 
・背面空地の連担による通風など

大切に使う ともに住まう 自然からつくる 

風の道 

風の道 

多目的 

トイレ 

昼光利用，昼光制御設備 
・デザインされた格子状  

ルーバー 

・軒，庇，坪庭，縁等 

広さ感・景観 
・緑などの自然の配置 

・吹抜や借景を取り入れた窓 

バリアフリー計画 
・京都市バリアフリー条例を満

たし，更に十分な配慮 

設備の更新性 

・空調配管，給排水管，電気配

線，通信配線，設備機器 

自然エネルギーの直接利用 
・自然採光システム 

・自然通風・自然換気システム

リサイクル材の使用 

・躯体材料，非構造材料 自然エネルギーの間接利用
・太陽光発電 

・太陽熱利用システム 

雨水利用システムの導入 
・雨水の利用 

保水性舗装 

まちなみ・景観への配慮
・低炭素景観の形成 

敷地内温熱環境の向上 
・風の通り道の確保 

・中・高木の植栽やピロティ，

庇等による日陰の形成 

・緑地や水面を確保 

温熱環境悪化の改善 
・地表面被覆材への配慮

内装材，外装材，外構材 
・地域産木材の利用 

・リユース材，自然に還る素材の利用

 地域の資源の活用と住文化の継承 
・伝統構法や伝統技術など歴史性への配慮

・地域産材やその他の地域資源の活用 

 地域性への配慮 
・アルコーブ等の空間提供 

・地蔵盆等のスペースの提供 

 内装計画 
・内装に自然素材，地域産木材を多用 
・内装に伝統技術を多用 

環境品質・性能Ｑが大きく，
環境負荷Ｌが小さいほど高い
評価（ＢＥＥ値）が得られる！ 

なるほど


